
設立背景 An establishment backgroundAn establishment background

目的・役割 Purpose  &  RolePurpose  &  Role

滋賀県内で福祉的就労を行っている就労継続支援事業所、就労移行支援事業所、授産施設等（以下、障がい者
就労支援事業所等）は約１４５カ所あり、そこで働く障がいのある方の月額平均工賃は約１７，０００円という状況にあり
ます。作業の請負、自主商品の開発や販路の拡大、職員の研修等を個々の事業所単独で行うには限界があるため、
事業所間のネットワーク化を進めると共に、受注や販路の拡大、職員の研修、相談等の事業を行い、障がい者就労支
援事業所等の活性化を図り、障がい者の自立に寄与することを目的として、１９９８年に(社)滋賀県社会就労事業振興
センターは設立されました。

○障がい者の自立促進

○障がい者就労支援事業所の事業振興

○障がい者就労支援事業所の機能強化

○就労と社会参加の促進

振興センターは県からの補助・委託費と、障がい者就労支援事業所等からの年会費等で運営されます。法人の理事
は、身体・知的・精神等の障がい者団体の代表者ならびに商工関係者等で構成されていますので、障がい者のあらゆ
る ニ ーズに応えられる体制となっています。

滋賀県内障がい者就労支援事業所等の平均月額

１６，９１４円 （２００８年度調査速報）

滋賀県内障がい者就労支援事業所等から

一般企業への就労移行 ２３名
(2007年10月1日から2008年9月30日までで、就職後6ヶ月の定着者 )

運営 AdministrationAdministration

○障がい者就労支援事業所の販路・受注の拡大

○職域の拡大・開拓、雇用・就労支援

○『働く場』を自ら作る

滋賀県内障がい者実雇用率

１．６５％ （２００８年６月１日現在）

滋賀県内法定雇用率達成企業割合

５４.２％ （２００８年６月１日現在）
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役 職

社会福祉法人 滋賀県社会福祉協議会久木 孝志

財団法人 滋賀県障害者雇用支援センター田中 久夫

ＮＰＯ法人 滋賀県精神障害者家族会連合会川並 正幸

きょうされん滋賀支部西川 茂

社団法人 滋賀県社会就労事業振興センター高橋 信二常務理事

社団法人 滋賀県手をつなぐ育成会中山 みち代

理 事

共に生き働く・滋賀ネットワーク白杉 滋朗

社会福祉法人 ノエル福祉会渡邊 武
監 事

元社会福祉法人 滋賀県社会福祉協議会経営相談室上田 耕三

滋賀県中小企業家同友会丸毛 進

財団法人 滋賀県身体障害者福祉協会岡本 幸助
副会長

滋賀県社会就労センター協議会田中 浩藏会 長

選 出 団 体氏 名職 名



障がい者就労支援事業所等と共
同で各行政機関および企業・団
体等への営業活動を行い、販路
等の拡大につなげています。

※前年度売上 16,501,602円

ひとつひとつ手作りで心がこもった事業
所商品を購入することが出来ます。品
質も良く、大量生産時代にはないあた
たかみが人気を得ています。

おうみ屋 布庵

瑞 穂クッキー本 庁

納入作業所取扱商品売 店

２００２年４月ワークショップさかもと大津

２００２年１０月八幡堀「おうみ屋」東近江

２０００年７月染と織「布庵」彦愛犬

２００４年９月馬場の忠太郎湖北

販売開始時期店舗名ブロック

２００８年度の共同受注金額

２１，１７５，４６８計

３，８３１，８１５官公需

１７，３４３，６５３企業等

受注金額受注先

Shop

販路と受注の拡大 A market and expansion of an orderA market and expansion of an order

Others
共同受注・政策促進のための情報収集と原材料等の共同購入
の推進を行っています。具体的には、焼き菓子に使われるシリカ
ゲルや脱酸素剤等の共同購入をおこなっています。

会員事業所の財源確保のための一般
商品の紹介を行っています。おみやげ
商品として「ちりめんベア」や本場・韓国
から仕入れる韓国のりの販売斡旋を行
っています。 ちりめんベアArticle development

日本中央競馬会（JRA）関連企業との商品開発を行いました。
ゼッケンバックではゼッケンの洗濯から縫製、加工まで複数の
会員事業所が行っています。

ブランド名を「steed」と名付け、インターネットで販売をしており
ます。競馬ファンにご好評頂いています。

An event
就労支援事業所が自ら持つ商品や技術を
企業団体、行政へ向けアピールする機会を
設け、県内から１１ヶ所の事業所が参加し、
大津プリンスホテルでプレゼンテーションを行
いました。
会場には、企業団体から３９ヶ所と行政関
係から１１ヶ所、約２００名の参加があり、会
場に設けたプレゼン参加事業所の商談ブー
スでは、合わせて７４件もの活発な商談が行
われ、これをきっかけに商品の発注や企業と
の商品の発注や企業との商品の共同開発が
始まりました。
今年度も開催予定です。

滋賀県庁職員生活協同組合売店

滋賀県庁職員生活協同組合名刺印刷

２００８年度売上 ２，９２９，９８４円

ビジネス・アビリティ・プレゼンテーション
２００８



職域の拡大・開拓、雇用・就労支援
Expansion and reclamation of job area,

the employment and working support

Expansion and reclamation of job area,
the employment and working support

Empowerment × Home helper
知的障害者介護技能等習得事業（３級ヘルパー養成研修・就労支援事業）

知的に障害がある方が、福祉サービスの【受け手】から【担い手】となるように、また
障がいのある人達の職域開拓を目的とする事業です。

福祉サービスの【受け手】から【担い手】へ・・・・・障がい者は必ずしも受け手ではなく、
今まで表に見えてこなかった『内なる力』に焦点をあてた事業です。これは、福祉用
語で『エンパワメント』といいます。

２００８年度 事業実績
１０名が修了証書を手にされました。事業を開始した２０００年度から、これまでの
修了生は１３１名、うち約３５名が介護サービス分野で就労されています。

２００９年４月以降、訪問介護に関する３級課程修了者は、報酬上の評価、養成を
修了すると方向性が打ち出されましたが、これまでの取り組みが障がいのある方の
新たな職域の拡大に繋がったことを考慮し、さらなる雇用の拡大に繋がるように
今年度も研修を行います。

Internship × Company
企業との連携によるトライＷＯＲＫ推進事業

障がいのある方に、１週間程度の就労を体験する機会を
提供します。障がいのある方には、一般企業への就労意欲
の向上や働く喜び、可能性を見いだしてもらい、また、企業
には実習で障がい者を受け入れることにより障害者雇用に
関する不安を払拭してもらい、障がいのある方への理解を
深めてもらうとともに、このことを通じて、障害者雇用と就労
が促進されることを目的としています。

２００８年度は、延べ1９８名が実習し、うち ４０名が就職、
他５５名がハローワークが実施する他の障害者雇用支援制
度等に結びつきました。

関係行政機関、団体等との連携 Joint BusinessJoint Business

Joint1 滋賀県中小企業家同友会

準備委員会４回を重ね、２００５年度から『ユニバーサル委員会』《旧称：障害者問題委員会》が誕生しました。中小企業経営者
と就労支援関係者が実際に障がい者が働く事業所を訪問し、経営者から雇用に関する考えを聞き、障がい者雇用を促進すること
を目的としています。毎月の委員会には、企業家と一緒に施設・作業所代表者等も参加し、活発な意見交換がなされ、また振興
センターのトライＷＯＲＫ事業にもご協力を得ています。

障害者自立支援法の施行により、就労支援事業所は地域経済の枠組みに組み込まれました。
そういう意味では、事業所の｢経営能力｣と｢経営者マインド｣が重要になります。
振興センターでは、経営に係る一定の｢情報｣と｢知識｣の提供までは可能ですが、障害のある人たちの働きを創造する上で、『夢
をカタチにする』ためにも、経営者自らが、科学性、社会性、人間性に満ちあふれた｢経営理念｣を打ち立て、｢経営方針｣｢経営計
画｣への『指針』の確立が必要です。毎月の支部例会を軸に企業家からの｢学び｣と｢気づき｣を深めるため連携を強化しています。
滋賀県中小企業家同友会には、２００８年度末で、３０の会員事業所が加盟しています。

㈱矢島製作所近江舞子ホテル

実習風景



Joint２ 働き・暮らし応援センターとの連携
（滋賀県自立支援協議会就労部会事務局）

障害のある人の「働く」こと「暮らす」ことを一体的にサポートする「働き・暮らし
応援センター」が２００８年６月に、滋賀県内の福祉７圏域すべてに滋賀県単
独の事業として設置されました。また、２００９年４月にはその実績が認められ、
厚生労働省からの就業・生活支援センター事業も福祉７圏域すべてに設置さ
れています。
各働き・暮らし応援センターには、「雇用支援ワーカー」「生活支援ワーカー」
「職場開拓員」「就労サポーター」等が配置され、企業の方からのお問い合わ
せやご相談、障がいのある方ご自身やご家族からのご相談にも応じ、各地域ご
とに、実習の実施、職場の定着、就労にともなう生活のサポート等を、関係機
関と連携して実施しています。
また今年度から３年間、緊急雇用対策事業を活用し、障がい者就労支援事
業所等の販路拡大推進員を各働き・暮らし応援センターに配置することになり
ました。販路拡大推進員は、企業開拓等も含め活動し、各働き・暮らし応援セ
ンターと障がい者就労支援事業所、地域との関わりがより深まるよう取り組んで
参ります。
振興センターでは、働き・暮らし応援センター同士の連携強化、全県・圏域
単位での企業等とのネットワーク構築等バックアップを行っています。

企業向け
働き・暮らし応援センター
パンフ

本人向け
働き・暮らし応援センター
パンフ

Joint３ 故紙回収による共同事業

滋賀県中小企業家同友会地球環境委員会、
企業等の「オフィス故紙リサイクル」事業との連
携により、２０会員事業所が取り組んでいます。

２００７年度の回収量は、１，５４１ｔで９７２万円
強の還元が出来ました。

オフィス古紙 リサイクルオフィス古紙リ サイクル

現 場風景現 場風景

年度 月 参 加企 業数（ 社） 回 収実 績（㎏ ） 立木 に換算（ 本）

２００６年 度

２００７年度 ４月度

５月度

６月度

５１

５１

５１

５１

２２２，１９０

３０，５４０

３０，５２０

２４，０５０

３０７ ，３０ ０

４４４３．８

６１０．８

６１０．４
４８１

６， １４６ＴＯ ＴＡ Ｌ

滋賀県 中小 企業家 同友 会は
人 もモノ も活かしきるエコル ジーモデル の構築 と

障害 者福 祉への 新たな貢 献活動 に
これか らも取り組み続け ていきます。

｢人もモノも 活かしきるエコ ロジーモデル｣
～同友会が古紙リサイクルに取り組む意味と目的～

大量生産とそれに伴う消費スタ イル は、その対極に地球環境という 大きな課題を背負う とと もに、
地球上の環境容量や資源量は限界に直面し ている といっ ても 過言ではない状況で人類の生存
そのものを脅かすも のになっ てきています。地球に生を受けた私たちにと って、こ れら の問題の
克服にむけた足下から の具体的行動こ そ、今求めら れているも っと も 重要な課題です。

滋賀県 中小企 業家 同友会は 、地 球環境 の取り組み は人類 の生存 にとって
不可欠 であることを確認し維持 可能な 社会の あり方 に向け ての第一 歩として

【オフィ ス古紙 リサ イクル事業 】に取 り組 みたいと考 えています。

この事 業を取り組む ことで環 境負 荷を低減 し、 事業 を通して
障害 のある人 たちが働 く共同 （働）作 業所、 授産 施設等 と連携す ることで、

障害の ある人たちの 雇用や 社会進 出の機 会を増や し自 立支 援に繋げ る
という障害者 福祉 への新 たな貢献 が出来 ればと考 えています。

オフィス古紙リサイクルプロジェクトオフィ ス古紙リサイクルプロジェクト
滋賀県中小企業家同友会滋賀県中小企業家同友会
地球環境委員会・ユニバーサル委員会地球環境委員会・ユニバーサル委員会

【古紙は町の巨大な森林資源】
～リサイクルが果たす大きな役割～

現在、私たちが紙を年間どれだけ消費しているかご存じ でしょうか？

現在は国民1人あたり およそ２４５㎏。
こ れを4人家族に置き換えてみるとおよそ 1トン。

これを木材に置き換えてみると 立木2 0本分に相当し ます。
（直径１４ｃｍ、高さ ８ｍ）

こ の大き さの立木になるまではおよそ２０年～３ ０年ほどかか ると
言われており 、リサイク ルの重要性は極めて高いものです。

滋賀県中小企業家同友会
地球環境委員会
ユニバーサル委員会

古紙リサイ クル業務フロー

段ボ ール

社 団 法 人

滋 賀 県 社 会 就 労 事 業 振 興 セン タ ー
古紙
再資源化
処理業者

販売

回 収

売却 益

排出 事 業所

会 員 作 業 所

滋賀県中小企業家同友会古紙リサイクルプロジェクトがスタート

同 友 会 オ フ ィス 古 紙 プロ ジ ェク トが

20 06年 4月 よ りシ ス テム に 加 入

新 聞

雑 誌

オ フィス古 紙

機 密 書類

社 団 法 人 滋 賀 県 社 会 就 労 事 業 振 興 セ ン タ ー とは ・・ ・

滋 賀県 内の 授産 施設 共同 （働）作業 所等 いわ ゆる福 祉 的就 労を行 ってい る施設 は
約 15 0ヵ所 に上 り そこで 働く障 がい 者の 月額 平均 工賃 は約 1 5 ,0 0 0円とい う状況 にあ ります
受注 作業 の請 負 自 主製 品の 開発 や販 路の 拡大 等 作業 所単 独で行 うには 限界 があ る為
施設 作業 所の ネットワ ーク化 を進 めると 共に 受注 や販 路の拡 大 職 員の 研修 相談 業 等

を行 い 授 産施 設 作 業所 等の 活性 化を 図り 障がい 者 の自 立に寄 与す ること を目的 に
1 99 8年 に社団 ）滋賀 県社 会就 労事 業振 興セン ターは 設立 されま した

設立 背 景

○障 害者 の自 立促 進

○授 産施 設・共同 （働）作業 所の 事業 振興
○授 産施 設・共同 （働）作業 所の 機能 強化

○就 労と社 会参 加の 促進
○授 産施 設・共同 （働 ）作業 所の 販路 ・受 注の 拡大

○ 職域 の拡 大・開 拓 雇用 ・就労 支援

○ 《働 く場》 を自 ら作る

目
的
・役
割

障害 のある人によし、障害のない人によし 、企業によし、社 会によし

障害者雇用の四方よし

企業×環境×福祉
三位一体による共同事業

企 業 福 祉

環 境

滋賀 県中 小企 業家 同友 会

オ フ ィス 古 紙 リサ イ ク ル

Joint４ 「エコラボはーと・しが」プロジェクト
「箱なしコピー用紙配達時業」を滋賀グリーン購入ネットワーク・4カ
所の会員事業所、振興センターと共同で実施しています。「環境と
福祉」「CSR」等の切り口で営業活動を行い、会員事業所にとって地
域の多くの企業とのネットワークの構築の契機となっています。

＜参加企業＞夏原工業株式会社、＜参加企業＞夏原工業株式会社、(株)たねや、たねや、(株)平和堂、平和堂、
旭化成住工旭化成住工(株)本社滋賀工場、ダイキン工業本社滋賀工場、ダイキン工業(株)、滋賀県出納局、滋賀県出納局
管理課、安土町役場、管理課、安土町役場、(株)滋賀銀行総合企画部滋賀銀行総合企画部

他 参加企業他 参加企業・団体数団体数：５４カ所５４カ所配送風景

日経エコロジー2007,9月Joinｔ５ ペットボトルキャップ・リサイクルによる共同事業
環境問題は、今や人類の生存に関わる大きな問題として地球的規模で考えな
くてはならない課題です。２００５年２月１６日には、地球温暖化ガスの排出削減
を義務付ける「京都議定書」が発効されました。

私たちは、ペットボトルのキャップリサイクルを通して「環境と福祉の融合」により、
限りある資源を大切にし、温暖化ガスの排出の削減に貢献したいと考えています。

取り組みによる効果

●ゴミではなく資源に再活用！！環境・福祉・地域・企業など多くの方が回収に
協力いただき、環境県滋賀ならではの取り組みへと広がってきています。

●回収に協力いただく方の拡大により、２００８年度は１０トンを超えるペットボトル
キャップが再資源化されました。

●滋賀県内で回収から再資源化、販売、再回収リサイクル版 地産地消の実現。
２００８年度は再商品化したモップが日野町の中学校に寄贈されました。

Joinｔ６ 街かどケア滋賀ネットとの連携

おとしよりの暮らしの支援を、地域に密着した小規模・多機能・双方向のス
タイルとさりげない専門性で、居心地のよい空間と安心・なっとく・充実の時間
を提供しようと２００１年に「小規模多機能ケア」のネットワークづくりとして「街
かどケア滋賀ネットが設立されました。
振興センターは「街かどケア滋賀ネット」と連携し、「よりよい地域づくり」の視
点から、障がいのある人の雇用の拡大を目指し、共同で冊子の制作などを
行っています。



社会就労事業振興センターによる事業展開スキーム

環境

地場産業
活性化

介護

農業

障害者
就労・雇用

商店街・観光業
地域の特産・地場

事業所型共同（働）作業所
・環境・こだわり野菜
栽培農家との連携
・野菜販売・加工

・外来魚回収

アクティブ・シニア
企業OBとの連携

企業・団体

（リサイクル事業等）

経営者団体等

SOHO事業所
当事者による企業
在宅就労

高齢者施設

実習・雇用の場
請負業務

ＩＴ

高齢者
(少子化）



2009年7月14日

☆わたむきの里第１作業
所日野
町

○栗東なかよし作業所

○第二栗東なかよし作業所
○しがなんれん作業所
○自立就労センターパレット・ミル

○守山はぐくみ共同作業所

○就労支援センタースペースウィン
○コミュニティひろば もみの木
○びわこみみの里
○もりやま作業所

○あじさい園 ○ポプリン

○野洲市ふれあい共同作業所
○にっこり作業所

○第２にっこり作業所
○みょうがおおきな木
○陽だまり ○出合いの家

○やまなみ工房
○つちやま福祉作業所

○けいかん共働作業所 ○サニーサイド
○さわらび作業所 ○信楽くるみ作業所
○甲賀福祉作業所 ○ゆとりあ

○多機能型事業所バンバン

○ワークステーション虹
○いしべ共働作業所
○しあわせ作業所
○さつき作業所 ○もみじ寮

○情報共同作業所アイ・コラボレーション
○生活介護事業所 スマイルくさつ
○ワークステーションわかたけ

○ワークパートナーきらら
○グリーンクラブ ○むつみ園
○にぎやか塾 ○こなんＳＳＮ
○若竹作業所 ○山寺作業所

草
津
市

�
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守山市

�
��
ﾂ�
�

�
/�
､�
�

甲賀市

○おうみ作業所

○社会的事業所 ゆう
○島のぞみの家作業所
○はーとふるカンパニー
○障害者支援事業所いきいき

○ＮＰＯ法人まぶね ふれあい工房

○クリエートプラザ東近江

○きぬがさ作業所

○大中アグリの里
（みどりの風）

○やまびこ作業所

○あゆみ作業所 ○虹彩工房 ○工房和楽

○八身ワークショップ ○八身共同印刷
○クリエートプラザ東近江びわこワークス
○いこい作業所

竜王町

�
H�
v�
ｿ�
*�
�

能登川町

安土町

東近江市

愛知川ふれあい共

同作業所

愛知川町

○工房ふれっしゅ

○たんぽぽ作業所
○ＨＥＡＲＴＷＯＲＫ結
○あけぼの共同作業所
○社会就労センターひこね

彦根市

○コスモス共同作業所

愛荘町

○ライフまいばら
○いぶきやま

米原市

☆さぼてん作業所

びわ町

○社会就労センタードリーム
○社会就労センターアイリス
○障害福祉施設 大地

高島市

志
賀
町

○社会就労センターあおぞら
○蓬莱の家共同作業所

○きたおおつ共同作業所
○ノエルしごとの家
○多機能型事業所さくら
○特定非営利活動法人ウッディ伊香立

○リサイクルショップくらしの宝島
○まちかどプロジェクト
○茗荷塾ワークショップさかもと
○がんばカンパニー

○唐崎やよい作業所
○いしづみの家共同作業所
○ねっこ共働作業所
○社会就労センターこだま

○スラッシュ・レゾー
○働き・教育センター
○愛育苑 ○夢創舎
○ほわいとクラブ ○みどり園

○印刷工房ルーツ ○れもん会社
○あんふぁんカフェ ○掃除屋プリ
○いしづみ ○瑞穂

大津市

湖南

甲賀

湖北

湖西

大津・志賀

東近江

湖東

社団法人 滋賀県社会就労事業振興センター

会員状況 【2009年7月14日現在】

合 計： 102カ所

浅井町

○わたむきの里第一作業所

日野町

○ワークスさぼてん
○ワークセンター絆
○ひので作業所
○友愛ハウス ○ふくらの森

○ひかり園 ○輝湖里

長浜市

○野洲市ふれあい共同作業所
○にっこり作業所

○第２にっこり作業所
○みょうがおおきな木
○陽だまり ○出合いの家


